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波照間島（日本最南端の島）のニシ浜

花の浮島 礼文島（日本最北の島）

国境・境界地域は
観光（Sightseeing）の魅力がたくさん



緊張を増す周辺情勢少子高齢化

人口減少・人口流出

長期化する経済低迷

社会インフラの疲弊

維持困難な行政機能

日本の国境・境界地域

オーバーツーリズム

砦の役割

◆人口の推移

・礼文町 1955年 9874人
2025年 2183人

・与那国島 敗戦直後 1万5000人
2025年 1665人

・竹富町（2023年）
人口 4243名
観光客数 年間83万人 人口の２００倍

◆自衛隊の駐屯
稚内市・礼文町・小笠原村
五島市・対馬市・与那国町など

・地域医療の逼迫

自然環境への負荷の懸念

・交通、物流の脆弱化

・高等教育機関の不足・教員不足

安全保障リスク

・エネルギー供給の逼迫

・地域産業の衰退

労働人口の不足

失われた３０年

・対馬市（2018年）
人口 31,225人名
韓国人観光客数 年間4１万人 人口の１３倍

住民生活への影響



対馬

稚内
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地域の持続可能性が問われている



・無人化を防ぐ

・日本防衛の砦の役割も果たす

・有人国境離島法

・運賃の一部負担

・観光促進

出典 内閣府HP

・有人国境離島の保全や地域社会維持

日本の国境へ行こうプロジェクト

・雇用機会拡充支援など

（平成28年4月27日法律第33号）

・離島振興法 ２５6島
・沖縄振興特別措置法 ３８島

・有人国境離島法 １４８島

・奄美群島振興開発特別措置法 11島
・小笠原諸島振興開発特別措置法 ２島

日本の島の数 14,125島

人が住んでいる島の数 417島
＊北海道・本州・四国・九州・沖縄本島含む



境界地域研究ネットワークJAPAN（ＪＩＢＳＮ）
・設立 2011年
・代表幹事 小笠原村長 渋谷正昭氏
・メンバー構成 自治体10（礼文町・対馬市・五島市・小笠原村・竹富町・隠岐の島町・与那国町など）

大学・研究機関 ９

◆活動の目的：日本の国境地域が抱える諸課題の共有と解決

◆構成員：自治体・大学等研究機関

NPO法人国境地域研究センター（ＪＣＢＳ）
・設立 2014年
・理事長 田村慶子 北九州市立大学名誉教授
・メンバー構成 個人会員 約120名 団体11団体 

◆活動の目的：日本の国境地域が抱える諸課題の共有と解決
及び成果物（書籍等）の発表

◆構成員：自治体・大学等研究機関・一般市民

ボーダーツーリズム推進協議会（ＪＢＴＡ）
・設立 ２０１７年 ◆活動の目的：国境・境界地域の観光特性の魅力のＰＲ、・
会員数 合計 ２２ 隣接地域との交流などボーダーツーリズムの活性化
・会長 伊豆芳人 ◆構成員 観光関係者・自治体・大学等研究機関・旅行者

自治体４（礼文町・対馬市・五島市・与那国町）大学・研究機関３ 観光関連企業７ 個人会員８名
・ボーダーツーリスト会員（ボーダーツーリズムファン倶楽部） 約３０0名 ボーダーツーリズム検定を実施中

境界地域を応援する民間組織



ボーダーツーリズムとは？

国境境界地域の人々の共通している思いを共有する

・国境・境界地域は「行き止まり」ではない

・国境線の向こうの国国、地域とのゲートウェイである

ボーダーツーリズムの意義

・その思いを観光に取り入れること

ボーダーツーリズムの体験

１．日本の国境地域から国境線の向こうへ渡るークロスボーダーー

３．国境・境界地域の独特の文化・自然・風土を体験し、向こうの地域と比較し、交流の歴史
を学ぶ体験

２．国境線の向こうの地域を眺める体験

五島福江空港初の国際線（2018年）
五島福江空港⇔済州国際空港
チャーター便

・少しでも多くの人に日本の国境・境界地域へ思いを馳せて欲しい



長崎県五島市の取組み
長崎県五島列島 130の島々（うち有人島17）

・九州最西端（風待ちの島） 韓国済州島まで約230km

・人口 1955年 約９万２千人⇒2025年 約3万２千人

大瀬崎灯台

長崎県五島市の経営ー取り巻くグローバルリスクへの対応ー

◆気候変動リスク

①ゼロカーボンシティ計画の実施
②脱酸素先行地域の取組み

◆人口動態の変動リスク

①UIターン促進プロジェクト推進
②有人国境離島法による雇用機会の充実（雇用創出）
③外国人労働者の雇用
④企業誘致（IT関連）
⑤離島留学（小中学校、高校）

◆地政学的リスク

①特定利用空港の指定
②領空侵犯事件
③外国漁船の拿捕



「公設民営」による日本語学校の設置

・学校法人九州総合学院（五島市内の日本語学校）
多文化共生「五島モデル」

・公設民営スキーム

長崎県×五島市× 長崎県公立大学法人×九州総合学院

・２０２０年開校 累計入学者数は２２２名

・現在の在籍数は ９８名 （ミャンマー24%、ベ トナム76%）

・居住環境の完全無償化

・勉強に没頭できる静謐な自然環境

・手厚い 経済支援

「離島」のハンデをアドバンテージに

五島市のあらゆる産業を支える「若き原動力」

島の子どもたちとの異文化理解や交流授業

五島市が目指す多文化共生



稚内 与那国島

波照間島

ボーダーツーリズムの体験

https://www.border-tourism.com/

ご清聴ありがとうございました

標津の海岸から見る国後島

ボーダーツーリズム推進協議会ホームページ

https://www.border-tourism.com/
https://www.border-tourism.com/
https://www.border-tourism.com/
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